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　　　　　　　　　　　　　　　　　水山升三

　目的　紛石けんの知果的硲使用方浪玄明碓化ずること左目的とし. 浪浄■ すT ぎ時にお

　　　　･する石けんの韓■ ヤリXースデiレヘの付着挙知についT袱討しK。

　男宏　綿（金ヤ）・ポリエスかレ（タフタ) 玄々､K ぞ満単似及び共存（則

　　　　'J エステ/I／＝7 ：3 ）下で'. 先浄･ iすぎiff。fこ煽合・）石iすん付感量を求めXて。

　結果　1. 石けんの付;ltiよ、綿の賜合単旅系と芙存ゑrif、ほir同等であi が、かリ

　　　　　　エステルで｀1*共存ゑ。方が単孤系に比ﾍﾞﾀﾀくなる・

　　　　２、硬度があくなると綿・ﾎﾟﾘ£ニステ＼レヘの石･すん付)k量は虐にし. おリ工｡ヌ､テ

　　　　　　ルヘの石^すん付着量･す綿に比ﾍﾞﾀﾀくなi。

　　　　５、石’すん祚右量は。単触系･ 秀存禾と^に魂冲時が最も叩く、すすぎにより滅

　　　　　　タすろ。T'- Γ-'し、3・DHて’゛の芙存系におけるホ･リェステ/I/ヘ､の石けん付着t

　　　　　　It T T ぎ行程で増仇Oす釧嶼向X'-あ石。

　　　　4. 石けん沈滞鮑ぽ綿今に　綿･ 冰''jエステル布玄冰付しtすすぎ釧≪うと、珠

　　　　　　拷砂へのひすん付Ji量i^稗に沁ベポリ£ ステ･ﾚて"fﾀくｆぷら。
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